
議案第３６号  

  

山都町一般住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について  

  

山都町一般住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例を別紙のと

おり定める。  

令和元年６月６日提出  

山都町長 梅田 穰    

  

  

（提案理由）  

山都町原地内に建設された木造応急仮設住宅が熊本県から無償譲渡される  

ことに伴い、町が管理するために山都町一般住宅の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する必要があります。  

これが、この議案を提出する理由です。  



 

山都町一般住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例をここに 

公布する。 

  令和  年  月  日 

山都町長 

山都町条例第  号 

山都町一般住宅の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 

山都町一般住宅の設置及び管理に関する条例（平成１７年山都町条例第１３７

号）の一部を次のように改正する。 

題名の次に次の目次及び章名を付する。 

目次 

第１章 総則（第１条） 

第２章 一般住宅（第２条―第５条） 

第３章 復興一般住宅（第６条―第９条） 

第４章 雑則（第１０条） 

第１章 総則 

第１条中「第１３５号）」の次に「及び山都町特定公共賃貸住宅条例（平成１７

年山都町条例第１３６号）」を、「いう。）」の次に「並びに熊本地震による被災

者の住まい再構築を目的として木造仮設住宅の譲与を受け、一定の改修整備を実施

した町営の住宅及び附帯施設（以下「復興一般住宅」という。）」を加え、同条の

次に次の章名を付する。 

第２章 一般住宅 

第２条中「別表」を「次の表」に改め、同条に次の表を加える。 

一般住宅の名称 所在地 

南田一般住宅 山都町南田１５６番３ 

和の杜団地 山都町須原４９７番 

緑川団地 山都町緑川１５２２番 

花上団地 山都町花上３８２番 



 

橘住宅 山都町橘１３８４番 

東竹原住宅 山都町東竹原２８５番１ 

上ゲ住宅 山都町二瀬本１７２５番１０ 

第３条の見出しを「（一般住宅の入居者資格）」に改め、同条中第２号を削り、

第３号を第２号とし、第４号を第３号とし、第５号を第４号とする。 

第４条中「前項」を「前条」に改める。 

第５条の見出しを「（一般住宅の家賃の決定）」に改める。 

第６条を第１０条とする。 

第５条の次に次の１章及び章名を加える。 

第３章 復興一般住宅 

（復興一般住宅の設置） 

第６条 町に次の表に掲げる復興一般住宅を設置する。 

復興一般住宅の名称 所在地 

原団地 山都町原３１３番１ 

（復興一般住宅の入居者資格） 

第７条 復興一般住宅に入居できる者は、次の条件を具備する者であって、その者

及び同居しようとする者がいずれも暴力団員でないものでなければならない。 

（１） 入居者及び同居者の収入が２５９，０００円を超えないこと。 

（２） 本町に住所を有する者又は入居決定後に住所を移転することが明らかな

者であること。 

（３） 現に住宅を必要としていることが明らかな者であること。 

（４） 地方税を滞納していない者であること。 

（復興一般住宅の入居の決定） 

第８条 町長は、前条の資格を有する者の中から公募により入居者を決定する。 

（復興一般住宅の家賃の決定） 

第９条 復興一般住宅の家賃は、入居者の収入及び復興一般住宅の立地条件、規模、

建設時からの経過年数その他の事項に応じ、かつ、近傍同種の住宅の家賃以下で

規則に定めるところにより、町長が定める。 



 

第４章 雑則 

別表を削る。 

附 則 

この条例は、令和元年７月１日から施行する。 
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